
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年 ６月１３日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

世帯および企業に関する公的統計のミクロ統計データを用いて，世帯類型の分析，データベー

ス等の問題，社会生活基本調査の分析，レセプトデータの分析などを実施した．研究で得られ

た成果に基づいて，今後の公的統計を中心としたミクロデータ分析の課題を整理して，論文誌

および学会報告として公開した．また，個別情報を秘匿する観点から安全性を保証できるミク

ロデータ分析施設の望ましい形態について検討し，提言を行った． 

 
研究成果の概要（英文）： 
We conducted extensive micro data analysis using several sets of official statistics. 
Our research covered household classification, database construction for dissemination, 
analysis of "Survey on Time Use and Leisure Activities", etc.  We presented some of our 
findings at several academic meetings, and published some papers in journals. We also 
proposed a desirable facility for micro data analysis open for the public. 
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１． 研究開始当初の背景 
本研究を開始した時点の関心は，政府が作成
する公的統計に収録されている情報を有効
に分析する手法を確立し，調査客体の情報を
秘匿しながら広く研究目的に提供するため
の仕組みを構築することであった．そのため
には，制度的な問題以前に，統計の価値を損
なわない範囲で，秘匿と情報の提供を両立さ
せる技術的な検討が必要であった． 

２．研究の目的 
主要な世帯関連統計および一部の企業・事業
所関連統計を多角的に分析するとともに，そ
の結果から，公的統計を二次的利用目的で利
用者に提供する場合，どのような処理を施す
ことが適切であるか，今後の統計データ提供
の在り方に関する基本的な視点を提供する
ことを目的として，匿名データ，および目的
外利用制度の下で，今後の重要な提供形態と
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考えられる研究用ミクロデータの有効性を
確認することを計画した． 
 
３．研究の方法 
家計および企業に関する統計を素材とした
公的統計のミクロデータ分析を通じて，従来
のような集計データの分析では十分に解明
されなかったいくつかの問題に取り組んだ．
研究代表者，研究分担者，連携研究者の専門
分野に応じて，家計調査，社会生活基本調査，
全国物価統計調査，法人企業統計調査などを
対象に選定した．これらの統計に関しては，
目的外利用などの申請手続きを進めている
段階であり，研究期間内に確実な成果を上げ
ることを目指した． 
 
４．研究成果 
最初に，この研究に向けて行った準備作業を
集約して『公的統計の利用と統計的手法』と
いう著書にまとめた．そこには，研究分担者
および連携研究者，ほぼ全員の準備状況が反
映されている．その後，研究期間を通じて，
以下のような分析を実施した． 
(1) 世帯統計を対象として数種類の分析を
実施したところ，国が提供している匿名化標
本データでは，通常の研究に対しては許容さ
れる程度の秘匿処理が施されていることが
確認できた．個別情報の保護という視点では
特段の脆弱性はないと判断している．家計調
査を用いた後藤・美添の研究は，ミクロデー
タを利用した分析と比較するための準備的
分析である． 
(2) 理論的かつ実用的な研究としては，有限
母集団という公的統計の特性に着目した元
山の研究と，公的統計の指数化および頑健化
に関する美添の研究がある．さらに椿・元山
は公的統計調査および集計における質保証
の問題を正面から取り上げて，先駆的な成果
を上げた． 
(3) 有限母集団からの標本抽出に関する理
論的研究として，元山・西郷も成果を上げた． 
(4) 労働力調査のミクロデータを利用した
離職者の再就職行動に関する実証分析（永
瀬）．労働力調査のパネル構造を用いた研究
は，本格的な分析のためには秘匿措置が少な
いデータが必要であることを示した． 
(5) 難病患者の自主調査と医療費負担の経
済分析（両角）．経済統計とは違う分野で，
ミクロデータ分析の有効性と課題を明らか
にしている． 
(6) 世帯類型の区分作成手法に関する現実
的な解決策として開発された「世帯類型作成
プログラム」は，今後の世帯統計の整備方法
を提示する研究である（荒木・稲葉）． 
(7) この他，持続的な発展に向けた指標（藤
原），統計理論の適用例（椿）など，広い範
囲の研究活動について報告がなされた．公的

統計の整備に関しては，美添が財務省，国土
交通省，総務省統計局などの実施する調査の
設計に関わることを通じて，精度の向上に貢
献している． 
これらの成果の一部は，統計関連学会連合の
大会や，景気循環学会の会合などにおいて報
告し，広く関係者の意見を聴取した．また経
済統計の側面に関しては，International 
Encyclopedia of Statistics (国際統計学百
科事典)に美添の執筆した項目を掲載した． 
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